
▼
５
月
８
日
＝
毎
日
小
学
生

新
聞
の
大
熊
真
里
子
さ
ん

（
取
材
）
▼
５
月
22
日
＝
宮

川
京
子
さ
ん
▼
６
月
10
日


愛
知
県
み
よ
し
市
立
三
好
中

学
校
の
３
年
生
３
人

れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
送

ら
れ
て
く
る
マ
ー
ク
の
多
く

は
ば
ら
ば
ら
で
、
協
賛
会
社

ご
と
に
点
数
を
整
理
・
集
計

し
な
い
限
り
支
援
事
業
の
資

金
と
し
て
活
用
で
き
ま
せ

ん
。
寄
贈
マ
ー
ク
の
量
に
対

し
て
処
理
で
き
る
量
が
圧
倒

的
に
少
な
い
た
め
、
財
団
は

今
年
に
な
っ
て
新
た
に
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
て
い
ま

し
た
。

財
団
で
は
引
き
続
き
仕
分

け
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
り
ま

す
。
お
問
い
合
わ
せ
は
財
団

「
整
理
・
集
計
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
」
係
（

・
５
１
４
８
・

７
２
５
５
）
ま
で
。

ベ
ル
マ
ー
ク
財
団
に
寄
せ

ら
れ
る
「
寄
贈
マ
ー
ク
」
を

整
理
・
集
計
（
仕
分
け
）
し

て
く
だ
さ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

は
７
月
９
日
現
在
、
計
１
３

５
人
・
団
体
に
な
り
ま
し

た
。
こ
の
う
ち
１
１
５
人
・

団
体
は
財
団
が
新
た
に
募
集

し
た
今
年
１
月
以
降
に
加
わ

っ
た
方
々
で
す
。
こ
れ
で
、

仕
分
け
ら
れ
る
寄
贈
マ
ー
ク

が
大
幅
に
増
え
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

東
日
本
大
震
災
の
被
災
校

や
へ
き
地
校
支
援
の
た
め
に

と
、
財
団
に
は
個
人
や
企
業

な
ど
か
ら
毎
月
３
０
０
通
以

上
も
寄
贈
マ
ー
ク
が
届
け
ら

第
一
幼
稚
園
（
府
中
市
）
▽
長
野
県

北
部
中
（
茅
野
市
）
小
川
小
（
小

川
村
）
▽
愛
知
県

い
ぶ
き
保
育
園

（
名
古
屋
市
天
白
区
）
▽
兵
庫
県

定
光
寺
幼
稚
園
（
尼
崎
市
）
▽
島
根

県

宇
賀
荘
小
（
安
来
市
）
▽
大
分

県

大
分
豊
府
中
（
大
分
市
）
▽
鹿

児
島
県

牧
之
原
中
（
霧
島
市
）

６
月
１
日
か
ら
６
月

日
ま
で
に
申

し
込
ん
だ
分

▽
埼
玉
県

加
治
小
（
飯
能
市
）
八

石
小
（
新
座
市
）
▽
千
葉
県

市
川

小
（
市
川
市
）
▽
東
京
都

稲
付
中

（
北
区
）
▽
神
奈
川
県

セ
ン
ト
・

メ
リ
ー
幼
稚
園
（
横
浜
市
保
土
ヶ
谷

区
）
▽
新
潟
県

東
青
山
小
（
新
潟

市
西
区
）
▽
長
野
県

山
び
こ
幼
稚

園
（
須
坂
市
）
▽
兵
庫
県

六
甲
ア

イ
ラ
ン
ド
小(

神
戸
市
東
灘
区)

▽
山

口
県

西
宇
部
小(

宇
部
市)

院
中
学
高
等
学
校
（
横
浜
市
中
区
）

馬
堀
小
（
横
須
賀
市
）
玉
縄
小
（
鎌

倉
市
）
▽
静
岡
県

清
水
辻
小
（
静

岡
市
清
水
区
）
▽
京
都
府

明
倫
小

（
舞
鶴
市
）
▽
大
阪
府

北
山
田
小

（
吹
田
市
）
▽
熊
本
県

西
原
小

（
熊
本
市
東
区
）

５
月
１
日
か
ら
５
月
31
日
ま
で
に
申

し
込
ん
だ
分

▽
北
海
道

東
小
（
伊
達
市
）
▽
岩

手
県

久
慈
湊
小
（
久
慈
市
）
▽
東

京
都

上
北
沢
小
（
世
田
谷
区
）
明

昭
第
二
幼
稚
園
（
葛
飾
区
）
あ
お
い

４
月
１
日
か
ら
４
月
30
日
ま
で
に
申

し
込
ん
だ
分

▽
福
島
県

南
山
形
小
（
石
川
町
）

▽
茨
城
県

川
原
代
小
（
龍
ヶ
崎

市
）
▽
東
京
都

東
洋
英
和
女
学
院

小
学
部
（
港
区
）
豊
玉
小
（
練
馬

区
）
▽
神
奈
川
県

フ
ェ
リ
ス
女
学

動
の
輪
を
広
げ
、
地
域
の
活

性
化
も
目
指
し
て
い
ま
す
。

２
０
１
４
年
度
は
、
お
も

に
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
や
カ
ラ
ン

パ
ヤ
ン
、
ス
マ
ト
ラ
松
な
ど

が
子
ど
も
た
ち
の
手
で
植
え

ら
れ
ま
し
た
。

台
風
の
時
期
に
は
、
育
っ

た
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
の
林
が
防

波
堤
代
わ
り
に
な
り
、
土
砂

崩
れ
な
ど
の
水
害
や
風
害
か

ら
地
域
を
守
り
、
減
災
に
つ

な
が
り
ま
す
。
そ
れ
ま
で

「
食
物
を
育
て
て
収
穫
す

る
」
た
め
に
大
切
だ
と
考
え

ら
れ
て
い
た
森
で
す
が
、
台

風
を
通
し
て
「
災
害
を
防
ぎ

自
分
た
ち
の
生
活
を
守
っ
て

く
れ
る
」
も
の
だ
と
、
地
域

住
民
の
多
く
が
気
付
き
、
学

ん
だ
と
い
い
ま
す
。
高
田
さ

ん
は
「
森
の
た
め
に
様
々
な

選
択
が
で
き
る
よ
う
、
環
境

に
関
す
る
知
識
を
得
ら
れ
る

よ
う
な
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
い

き
た
い
」
と
話
し
て
い
ま

す
。オ

イ
ス
カ
に
ベ
ル
マ
ー
ク

預
金
か
ら
寄
付
を
す
る
と
、

５
千
円
以
上
の
学
校
に
は
感

謝
の
支
援
証
や
活
動
報
告
が

贈
ら
れ
ま
す
。
寄
付
が

万

円
を
超
え
る
と
、
植
林
地
に

学
校
名
の
入
っ
た
看
板
が
建

て
ら
れ
ま
す
。

こ
と
が
狙
い
で
す
。
ア
ジ
ア

太
平
洋
地
域
を
中
心
に

の

国
・
地
域
で
展
開
さ
れ
て
い

ま
す
。

財
団
を
訪
れ
た
の
は
オ
イ

ス
カ
の
海
外
事
業
部
「
子
供

の
森
」
計
画
担
当
課
長
の
高

田
絵
美
さ
ん
、
同
部
の
諸
江

葉
月
さ
ん
、
国
際
協
力
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
し
て
同
社
で
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
し
て
い

る
川
村
康
恵
さ
ん
で
す
。

２
０
１
４
年
度
の
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
「
子
供
の
森
」
計
画

に
は

校
が
参
加
し
、
約


ヘ
ク
タ
ー
ル
に
２
万
８
６
５

５
本
を
植
え
ま
し
た
。
う
ち


校
は
新
規
参
加
で
し
た
。

１
９
９
３
年
か
ら
の
各
地
の

累
計
で
は
３
５
１
校
が
参
加

し
、
植
林
し
た
数
は

万
本

に
の
ぼ
り
ま
す
。

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
は
近

年
、
急
速
な
経
済
成
長
と
人

口
増
加
が
続
い
て
い
ま
す
。

経
済
的
な
豊
か
さ
が
生
ま
れ

る
一
方
で
、
森
林
伐
採
な
ど

環
境
へ
の
負
担
が
深
刻
で

す
。
オ
イ
ス
カ
は
地
域
の
中

心
で
あ
る
学
校
を
拠
点
に
す

る
こ
と
で
、
子
ど
も
た
ち
の

家
族
や
地
域
の
人
々
に
も
活

公
益
財
団
法
人
オ
イ
ス
カ

（
東
京
都
杉
並
区
）
が
２
０

１
４
年
度
に
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

で
活
動
し
て
い
た
「
子
供
の

森
」
計
画
が
完
了
し
、
５
月


日
、
ベ
ル
マ
ー
ク
財
団
に

報
告
し
ま
し
た
。

「
子
供
の
森
」
は
、
世
界

各
地
の
子
ど
も
た
ち
が
学
校

や
地
域
で
苗
木
を
植
え
、
森

を
育
て
る
こ
と
で
「
自
然
を

愛
す
る
気
持
ち
」
や
「
緑
を

大
切
に
す
る
気
持
ち
」
を
養

い
、
地
球
の
緑
化
を
進
め
る

教
育
の
分
野
で
も
、
ネ
パ

ー
ル
国
内
に
約
３
万
校
あ
る

学
校
の
う
ち
半
数
が
、
全
壊

を
は
じ
め
何
ら
か
の
被
害
を

受
け
た
と
の
報
道
が
あ
り
ま

す
。
国
連
児
童
基
金
（
ユ
ニ

セ
フ
）
に
よ
る
と
、
１
０
０

万
人
近
い
子
ど
も
た
ち
が
教

室
を
失
っ
た
そ
う
で
す
。

ネ
パ
ー
ル
緊
急
友
愛
援
助

の
お
申
し
込
み
は
、
財
団
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
お
願
い
し

ま
す
。

を
超
え
、
ほ
と
ん
ど
が
ネ
パ

ー
ル
に
集
中
し
て
い
ま
す
。

犠
牲
に
な
っ
た
子
ど
も
た
ち

も
数
多
く
い
ま
す
。
各
国
か

ら
の
救
援
隊
が
活
動
し
て
い

ま
す
が
、
復
旧
・
復
興
も
ま

ま
な
ら
な
い
状
況
で
す
。

甚
大
な
被
害
を
出
し
た
ネ

パ
ー
ル
地
震
の
被
災
地
に
対

す
る
支
援
と
し
て
、
ベ
ル
マ

ー
ク
財
団
は
ベ
ル
マ
ー
ク
運

動
参
加
校
・
団
体
か
ら
の
緊

急
友
愛
援
助
を
募
集
し
ま

す
。
財
団
の
援
助
資
金
と
合

わ
せ
て
、
ネ
パ
ー
ル
の
乳
幼

児
を
中
心
と
し
た
子
ど
も
た

ち
や
母
親
ら
女
性
へ
の
支
援

に
乗
り
出
し
て
い
る
国
際
協

力
Ｎ
Ｇ
Ｏ
に
託
し
、
支
援
に

活
用
し
ま
す
。
９
月

日
ま

で
応
募
を
受
け
付
け
ま
す
。

ぜ
ひ
積
極
的
な
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

４
月
末
に
発
生
し
た
地
震

で
、
イ
ン
ド
や
中
国
な
ど
周

辺
国
を
含
む
死
者
は
８
千
人

施
し
て
い
ま
す
。
全
土
へ
の

普
及
を
め
ざ
し
、
他
県
へ
の

影
響
力
に
期
待
を
込
め
ま
し

た
。
今
年
度
の
対
象
校
は
エ

ル
メ
ラ
県
１
２
７
校
、
デ
ィ

リ
県
97
校
。
児
童
生
徒
や
地

域
住
民
だ
け
で
は
な
く
、
指

導
す
る
立
場
で
あ
る
保
健
担

当
教
員
や
校
長
先
生
、
県
レ

ベ
ル
ト
レ
ー
ナ
ー
と
呼
ば
れ

る
保
健
担
当
教
員
に
も
指
導

す
る
ト
レ
ー
ナ
ー
も
含
め
、

最
終
的
に
約
30
万
人
へ
の
指

導
に
取
り
組
み
ま
す
。

保
健
教
育
推
進
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
よ
り
、
当
初
は
「
学

校
保
健
」
と
い
う
言
葉
す
ら

知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
状
況

が
、
今
で
は
エ
ル
メ
ラ
県
の

ほ
と
ん
ど
の
小
学
校
で
保
健

の
授
業
が
開
始
さ
れ
る
ま
で

に
な
り
ま
し
た
。

「
こ
れ
か
ら
国
内
全
土
に

保
健
教
育
を
充
実
さ
せ
る
た

め
に
、
大
切
な
の
は
今
で
き

る
こ
と
を
続
け
て
い
く
こ

と
。
家
庭
や
地
域
で
個
人
が

予
防
の
意
識
を
持
ち
続
け
、

い
ず
れ
は
東
テ
ィ
モ
ー
ル
国

内
だ
け
の
力
で
成
り
立
つ
も

の
と
な
っ
て
ほ
し
い
。
シ
ェ

ア
は
、
背
中
を
押
す
役
割
で

あ
り
た
い
で
す
」
と
吉
森
さ

ん
は
話
し
て
い
ま
す
。

の
予
防
法
な
ど
を
知
り
、
自

主
的
に
健
康
改
善
が
で
き
る

よ
う
指
導
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

事
業
担
当
・
管
理
栄
養
士

の
吉
森
悠
さ
ん
と
、
一
時
帰

国
し
た
看
護
師
の
山
本
聖
子

さ
ん
が
、
そ
の
報
告
と
課
題

な
ど
を
話
し
て
く
れ
ま
し

た
。東

テ
ィ
モ
ー
ル
は
日
本
の

長
野
県
に
近
い
広
さ
を
も
っ

て
い
ま
す
。
約
１
１
２
万
人

が
暮
ら
し
、
そ
の
う
ち
約
半

分
を
占
め
る
の
が
14
歳
以
下

の
子
ど
も
た
ち
で
す
。
し
か

し
、
こ
の
国
で
は
、
知
識
や

技
術
さ
え
あ
れ
ば
予
防
で
き

る
感
染
症
で
多
く
の
児
童
が

命
を
落
と
し
て
い
ま
す
。
５

歳
未
満
で
は
１
０
０
０
人
あ

た
り
75
人
に
も
の
ぼ
る
と
い

う
こ
と
で
す
。
感
染
症
予
防

の
た
め
、
衛
生
環
境
の
改
善

や
保
健
の
教
育
不
足
の
解
消

が
必
要
で
す
。

シ
ェ
ア
は
２
０
０
０
年
に

山
岳
地
帯
で
あ
る
エ
ル
メ
ラ

県
か
ら
活
動
を
始
め
ま
し

た
。
２
０
１
２
年
か
ら
は
首

都
の
あ
る
デ
ィ
リ
県
で
も
実

東
南
ア
ジ
ア
は
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
の
東
と
な
り
に
位
置
す

る
東
テ
ィ
モ
ー
ル
で
、
保
健

教
育
推
進
活
動
を
し
て
い
る

特
定
非
営
利
活
動
法
人
シ
ェ

ア
（
国
際
保
健
協
力
市
民
の

会
、
東
京
都
台
東
区
）
が
４

月
16
日
、
ベ
ル
マ
ー
ク
財
団

を
訪
れ
ま
し
た
。
シ
ェ
ア
は

ベ
ル
マ
ー
ク
財
団
で
友
愛
援

助
を
実
施
す
る
団
体
で
す
。

現
地
の
人
た
ち
が
病
気
や
そ

出
向
き
、
全
校
児
童

人
に

「
ま
っ
す
ぐ
走
る
」
こ
と
の

大
切
さ
と
練
習
の
仕
方
を
教

え
ま
し
た
。

顔
や
体
が
左
右
を
向
い
て

ぐ
に
ゃ
ぐ
に
ゃ
走
る
と
速
く

走
れ
ま
せ
ん
。
頭
を
ま
っ
す

ぐ
前
に
向
け
、
も
も
を
素
早

く
、
し
っ
か
り
上
げ
て
走
る

と
体
の
動
き
が
よ
く
な
り
、

自
然
と
ス
ピ
ー
ド
が
あ
が
り

ま
す
。
１
年
生
も
６
年
生
も

関
係
な
く
、
西
岡
さ
ん
の
指

導
で
約

分
、
子
ど
も
た
ち

は
２
度
の
休
憩
を
挟
み
な
が

ら
、
「
ま
っ
す
ぐ
走
る
」
こ

と
に
向
か
っ
て
ひ
た
す
ら
汗

を
流
し
ま
し
た
。

全
国
の
学
校
を
訪
ね
、
子

ど
も
た
ち
に
驚
き
や
体
験
の

場
を
提
供
す
る
ベ
ル
マ
ー
ク

財
団
の
「
教
育
応
援
隊
」
が

今
年
度
も
始
ま
り
ま
し
た
。

ま
ず
は
「
ミ
ズ
ノ
・
ス
ポ
ー

ツ
教
室
」
の
「
走
り
方
教

室
」
で
す
。
６
月

日
、
岐

阜
県
関
市
の
山
あ
い
に
あ
る

板
取
（
い
た
ど
り
）
小
学
校

（
川
尻
弘
美
校
長
）
に
ミ
ズ

ノ
ス
ポ
ー
ツ
サ
ー
ビ
ス
の
西

岡
勝
義
さ
ん
が
講
師
と
し
て

5
月
21
日
か
ら
6
月
20
日
ま
で
に
届
い
た
分

▼
北
海
道

袴
田

松
田
理
恵

美

唄
消
費
者
協
会

石
屋
製
菓
㈱
▼
岩

手
県

む
ら
さ
き
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
▼

宮
城
県

貝
塚
友
香
▼
秋
田
県

損
害
保
険
ジ
ャ
パ
ン
日
本
興
亜
㈱

秋
田
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
室
一
同
▼
福
島
県

渡
辺
久
子
▼
茨
城
県

神

栖
市
社
会
福
祉
協
議
会

波
崎
支
所

ベ
ル
マ
ー
ク
仕
分
け
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
「
ベ
ル
の
会
」

つ
く
ば
市
母
親
ク
ラ
ブ
（
つ
く
ば
地
域
活
動
連

絡
協
議
会
）

助
川
知
加
子
▼
栃
木
県

ク
レ
ハ
合
繊
㈱
▼
群
馬
県

原
沢
尚
子
▼
埼
玉
県

Ａ
Ｓ
Ａ
小
川
町

今
堀
佳
代
子

上
野

橋
之

口
恵
実
古

池
田
華
世
子

松
崎
い
ず
み

山
本
恵
子
▼
千
葉
県

荻

原
嘉
子

関
田
元
子

西
田
弥
栄
子

橋
爪
邦
治

石
流

江
頭
由
紀

美
▼
東
京
都

㈱
日
立
国
際
電
気
有
志
一
同

㈱
ハ
ロ
ー
ズ

小
平
ふ

じ
江

住
友
不
動
産
建
物
サ
ー
ビ
ス
㈱

関
根
典
子

中
央
区
立
有
馬

幼
稚
園

日
本
基
督
教
団
小
金
井
緑
町
教
会

日
本
ル
ー
テ
ル
教
団
六

本
木
ル
ー
テ
ル
教
会

ブ
ラ
ザ
ー
工
業
㈱
法
務
・
総
務
部
有
志
一
同

堀
川
貴
人

有
限
会
社
石
川
吹
付
工
業

㈱
Ｌ
Ｓ
Ｉ
メ
デ
ィ
エ
ン
ス
治

験
管
理
部
3
階
有
志
一
同

Ｊ
Ｙ
Ｊ
へ
の
愛
を
さ
さ
や
く

鈴
木
愛
子

▼
神
奈
川
県

Ａ
Ｓ
Ａ
二
俣
川

内
田
由
美
子

奥
惠
子

樺
島
敦
子

安
彦
泰
進

㈱
日
産
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
サ
ー
ビ
ス
厚
木
支
店
▼
新
潟

県

江
口

新
潟
市
東
青
山
小
学
校
▼
石
川
県

㈱
笠
間
製
本
印
刷
▼

長
野
県

伊
藤
伸
子
▼
岐
阜
県

Ｊ
Ａ
サ
ポ
ー
ト
岐
阜

渡
辺
み
ち
子

▼
静
岡
県

曽
我
小
学
童
保
育
所

山
口
ひ
ろ
子

ヤ
マ
ハ
発
動
機
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
サ
ー
ビ
ス
㈱

戸
嶋
明
子
▼
愛
知
県

長
江
政
則

堀
部

悦
子

刈
谷
市
立
小
高
原
幼
稚
園
Ｐ
Ｔ
Ａ
▼
三
重
県

阪
口
敏
子

旭

電
器
労
働
組
合
▼
滋
賀
県

川
﨑
久
江
▼
京
都
府

匿
名
希
望
▼
大
阪

府

青
木
惠
子

地
方
独
立
行
政
法
人
大
阪
府
立
病
院
機
構
大
阪
府
立

母
子
保
健
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー

寺
田
都
津
美

富
岡
晴
予

安
永
文

読
売
セ
ン
タ
ー
交
野
南
▼
兵
庫
県

西
岡
輝
枝
▼
奈
良
県

宮
崎
新

嗣
▼
鳥
取
県

小
林
美
礼
▼
岡
山
県

山
下
敦
子
▼
広
島
県

Ａ
Ｓ
Ａ

広
島
販
売
㈱

大
河
公
民
館
▼
長
崎
県

朝
日
新
聞
早
岐
販
売
所
（
Ａ

Ｓ
Ａ
早
岐
）
▼
無
記
名
＝
23
件

▼
北
海
道

舘
岡
隆
・
直
人

天
里

美
代
子
▼
宮
城
県

加
茂
純
子

丹

治
美
佳
▼
茨
城
県

匿
名
希
望
▼
栃

木
県

井
上
美
一
▼
群
馬
県

太
田
市
立
太
田
中
学
校
▼
埼
玉
県

後

藤
千
鶴

埼
玉
中
部
朝
日
会
Ａ
Ｓ
Ａ
川
口
北
部

大
和
智
子

深
澤
美

千
子

（
医
）
大
渡
歯
科

Ａ
Ｓ
Ａ
戸
田
東
部

ス
ウ
ィ
ン
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
ス
イ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
北
本

野
沢
剛
▼
千
葉
県

藍
場
英
光

伊
藤
さ
と
の

田
端
淳

福
間
悦
子
▼
東
京
都

荒
川
区
役
所

石

川
志
麻

石
塚
清
香

沖
電
気
工
業
労
働
組
合

葛
西
美
沙
子

小
峰

光
絵

坂
口
順
子

す
ず
き
せ
い
じ

鈴
木
弘
美

高
橋
和
江

寺
田

真
人

冨
山
智
恵
子

中
村
ウ
タ

中
村
冨
子

成
田
奈
苗

日
本
テ

ト
ラ
パ
ッ
ク
㈱

松
原
信
子

吉
野
千
鶴
子

Ａ
Ｓ
Ａ
東
青
梅

菊
川

浩
子

小
室
洋
子

東
京
海
上
日
動
火
災
保
険
㈱

永
井
裕
子

長
谷

川
健
一

村
上
新

㈲
片
山
製
作
所
▼
神
奈
川
県

飯
嶋
嘉
輔

江
川

範
子

荻
野
光
子

神
奈
川
県
農
協
青
壮
年
部
協
議
会

佐
藤
昭
子

山
本

上
田
絵
里

本
間
義
昭

ヤ
マ
ト
運
輸
労
働
組
合
厚
木
支
部
▼

新
潟
県

小
林
英
子

清
水
和
江

社
会
福
祉
法
人
胎
内
市
社
会
福
祉

協
議
会

パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
エ
コ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ
労
働
組
合
新
潟
支

部

藤
縄
千
代
子
▼
石
川
県

清
水
千
加
代
▼
長
野
県

塚
田
康
子

村
井
孝
至
▼
岐
阜
県

渡
辺
虹
太
▼
愛
知
県

日
鋪
建
設
㈱
豊
田
営
業

所

石
本
美
穂

城
島
さ
ち
よ

匿
名
希
望
▼
三
重
県

山
森
房
子
▼

滋
賀
県

岸
田
都
▼
大
阪
府

ジ
ブ
ラ
ル
タ
生
命
保
険
㈱
な
ん
ば
支
社

大
日
本
住
友
製
薬
労
働
組
合

高
田
あ
や
子

藤
森
裕
子

村
上
智

泉

山
田
祥
照

川
村
早
苗
▼
兵
庫
県

舟
橋
順
子
▼
奈
良
県

山
中

肇
▼
和
歌
山
県

橋
爪
智
▼
鳥
取
県

大
畑
純
子
▼
岡
山
県

神
﨑
浩

武

鳥
越
多
美
子

ミ
ニ
介
護
ハ
ウ
ス
す
て
っ
ぷ
▼
広
島
県

栗
栖
正

史
▼
山
口
県

児
玉
文
子
▼
愛
媛
県

植
田
和
昭
▼
福
岡
県

小
倉
久

美
子

田
中
千
晴

峯
香
菜
恵
▼
佐
賀
県

神
埼
市
立
神
埼
小
学
校
▼

長
崎
県

長
崎
女
子
商
業
高
校
生
徒
会

久
保
山
繁
樹
▼
熊
本
県

小

林
玲
子
▼
宮
崎
県

石
黒
奈
津
子
▼
沖
縄
県

与
儀
愛
子
▼
損
保
ジ
ャ

パ
ン
日
本
興
亜
シ
ス
テ
ム
ズ
㈱
Ｉ
Ｔ
サ
ー
ビ
ス
本
部
Ｉ
Ｔ
サ
ー
ビ
ス
1

Ｇ

畠
中
将
也
▼
無
記
名
＝
24
件
●
一
般
寄
付

東
京
都

大
山
轟
介

50
万
円

▼
６
面
か
ら
続
く

仕
分
け
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

人･

団
体

教
育
応
援
隊
始
動

岐
阜
で｢

走
り
方｣

ミ
ズ
ノ･

ス
ポ
ー
ツ
教
室

緑化へ｢子供の森｣計画

｢家族･地域に輪を｣

財
団
を
訪
れ
た
山
本
聖
子
さ
ん
（
左
）
と

吉
森
悠
さ
ん

て役立てる「友愛援助」事業。2014年

度に活動した二つの団体から成果が報

告されました。

みなさんの「ベルマーク預金」から

寄付されるお金を、海外で助けを必要

としている子どもたちの教育資金とし

ンマー難民キャンプでの教育・文化支

援活動＝シャンティ国際ボランティア

会⑦アフガニスタン寺子屋プロジェク

ト＝日本ユネスコ協会連盟⑧ガーナで

の学校給食プログラム＝国連世界食糧

計画ＷＦＰ協会⑨ベトナム少数民族の

子どもたちのための教育支援事業＝日

本ユニセフ協会

たちへの保健教育活動＝ジョイセフ③

ラオスでの学校図書開設プロジェクト

＝ラオスのこども④フィリピンの子ど

もたちの植林・環境教育支援「子供の

森」計画＝オイスカ⑤東ティモールの

エルメラ県・ディリ県の小学校におけ

る保健教育推進プロジェクト＝シェア

国際保健協力市民の会⑥タイ国境ミャ

実のために活動実績のある団体に資金

を委託します。

寄付の金額は問いません。複数事業

への寄付も可能です。申し込み要項、

各事業の詳細は財団ホームページをご

覧ください。

①東日本大震災援助＝ベルマーク教

育助成財団②アフガニスタンの子ども

支援事業は公募で、財団が次の９事

業を選びました。

東日本大震災の被災地へは財団が直

接支援しますが、海外８事業について

は、子どもたちの教育環境の整備・充

ベルマーク財団は、東日本大震災の

被災地や、紛争や貧困にあえぐ途上国

の子どもたちのために「ベルマーク預

金」を寄付する第回「友愛援助」事

業への参加を呼びかけています。

｢友愛援助｣９事業に寄付しませんか

まっすぐ走れるかな？ 「走り方教室」

が開かれ、手を広げて走る児童たち

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
現
地
の
子
ど
も
が
描

い
た
絵
を
も
つ
高
田
さ
ん
、
諸
江
さ
ん
、

川
村
さ
ん
（
左
か
ら
） ２団体報告

感染症予防へ保健教育

｢全土に広げたい｣

９月末まで

ネ
パ
ー
ル
地
震
被
災
地

緊
急
友
愛
援
助
を
募
集

(７) ２０１５年() ベ ル マ ー ク 新 聞 第３種郵便物認可


